
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１９ 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
英語コミュニケーション

Ⅰ 
４ １ 

【教科書】 

・Vivid English Communication I 

（第一学習社） 

【副教材】 

・Vivid English Communication I  

予習・授業ノート（第一学習社） 

・Vivid English Communication I 

WORKBOOK（第一学習社） 

・英単語ターゲット 1200（旺文

社） 

・英単語ターゲット 1200 

Workbook① （旺文社） 

・令和５年度版 全商英語検定試

験問題集 ３級（実教出版） 

・基礎完成ノート（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語コミュニケーションⅠの授業は、「聞くこと」「話すこと（やり取り、発表）」「読むこと」「書く

こと」という 4技能 5領域の力をつける授業です。聞いたり読んだりしたことを基にしたうえで、バランス

よく取り組めるように、情報を共有したり自分の考えを話したり書いたりする言語活動を行います。学習過

程で得た「知識・技能」を「思考・判断・表現」に繋げていき、授業の枠を超えて「主体的に学習に取り組

む態度」を育成します。 

・英語の語彙や文法については、基礎基本の定着が第一であると意識し、実際のコミュニケーションでどの

ように使われるか、自分の知識を使って等身大の自分でどのようにコミュニケーションを図ることができる

のかを学習・体験できるような活動を行います。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・ゆっくり、はっ
きりと発話され
る基礎的な英文
を 1 文聴き取った
後、リピートする
ことができる。 
・ゆっくり、はっ
きりと話されれ
ば、自分自身や家
族、学校などの身
の回りのことにつ
いて聴き取ること
ができる。 

・簡単な語や表現
を使って書かれた
短い物語などを理
解することができ
る。 
・日常的な内容の
メール文など具体
的な事柄について
書かれたものを読
み、理解すること
ができる。 

・天候、時間、物
の値段など、日常
的に必要な事柄に
ついて、決まった
表現や形式を用い
て尋ねたり、答え
たりすることがで
きる。 
・相手の話す内容
を理解できない場
合に、必要に応じ
て、聞き返したり
意味を確認したり
することができ
る。 

・前もって準備し
たうえで、決まっ
た表現や形式を用
いて自分や他人の
ことを紹介するこ
とができる。 

・簡単な語句や文
を用いて、自分の
ことを紹介でき
る。 
・日常生活で必要
な基本的な情報を
他者に伝えること
ができる。 

・趣味や好き嫌い
について、簡単な
語や基礎的な表現
を用いて、箇条書
きで複数の文を書
くことができる。 
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３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

外国語の音声や語彙、表現、文法、
言語の働きなどの理解を深めると
ともに、これらの知識を、聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことによ
る実際のコミュニケーションにお
いて、目的や場面、状況などに応じ
て適切に活用できる技能を身につ
けている。 

コミュニケーションを行う目的や
場面、状況などに応じて、日常的な
話題や社会的な話題について、外国
語で情報や考えなどの概要や要点、
詳細、話し手や書き手の意図などを
的確に理解したり、これらを活用し
て適切に表現したり伝え合ったり
することができる力を身につけて
いる。 

外国語の背景にある文化に対す
る理解を深め、聞き手、読み手、
話し手、書き手に配慮しながら、
主体的、自律的に外国語を用い
てコミュニケーションを図ろう
とする態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

基礎完成 

ノート 

 

Lesson 1 

“#Share 

Your World” 

聞くこと 

a: 基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく英文を聞き取

ることができる。 

b: 各パートの英文を聞いて概要を把握することができる。 

c: 教科書を見ずに本文の音声を聞こうとしている。 

-授業での取り組み 

-課題などの提出 

読むこと 

a: 日英の語順の違いを理解できる。 

b: 本文の内容を整理して読み取り、問題に解答できる。 

c: 内容を読んで理解しようとする態度がみられる。 

-課題などの提出 

-定期考査 

話すこと 

（やりと

り） 

a: 単語を正しい発音・アクセントで発することができる。 

b: ペア、グループでの対話練習、相手の理解を確認できる。 

c: 積極的に話そうとしたり発言したりする態度がみられる。 

-授業での取り組み 

-課題などの提出 

書くこと 

a: 現在・過去・未来、助動詞を用いた文を理解できる。 

b: 日英の語順の違いを理解し、その知識を役立てて英語を書

くことができる。 

c: 題材内容に関連した自分の考えを書いて伝えようとする。 

-課題などの提出 

-定期考査 

中間考査 

Lesson 2 

I Was 

Drinking 

Chocolate! 

 

Lesson 3 

Inspiration 

on the Ice 

聞くこと 

a: 基本的な英語の音声の特徴をとらえ、正しく英文を聞き取

ることができる。 

b: 各パートの英文を聞いて概要を把握することができる。 

c: 教科書を見ずに本文の音声を聞こうとしている。 

-授業での取り組み 

-課題などの提出 

読むこと 

a: 文法などの規則にのっとって、英文の内容を正しく理解で

きる。 

b: 本文の内容を整理して読み取り、問題に解答できる。 

c: 内容を読んで理解しようとする態度がみられる。 

-課題などの提出 

-定期考査 

話すこと 

（発表） 

a: 単語を正しい発音・アクセントで発することができる。 

b: 本文から整理・理解した内容を活用して活動に取り組むこ

とができる。 

c: 題材内容に肉付けしながら、自分の言葉で説明しようとし

ている。 

-授業での取り組み 

-パフォーマンステスト 

書くこと 

a: 進行形、不定詞、動名詞、現在完了形、受け身を用いた文

を理解できる。 

b: 日英の語順の違いを理解し、その知識を役立てて英語を書

くことができる。 

c: 題材内容に関連した自分の考えを書いて伝えようとする。 

-課題などの提出 

-定期考査 

期末考査 
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２ 

全商英語検

定試験問題

集 ３級 

 

Lesson 4 

Esports’ 

Time Has 

Arrived 

聞くこと 

a: リズムやイントネーション、音の変化など、英語の音の特

徴に関する知識がある。 

b: 英文を聞き取り、内容を理解することができる。 

c: 教科書や問題集を見ずに本文の音声を聞こうとしている。 

-授業での取り組み

-課題などの提出 

読むこと 

a: 文法などの規則にのっとって、英文の内容を正しく理解で

きる。 

b: 本文の内容を整理して読み取り、問題に解答できる。 

c: 内容を読んで理解しようとする態度がみられる。 

-課題などの提出 

-定期考査 

話すこと 

（やりと

り） 

a: 単語を正しい発音・アクセントで発することができる。 

b: ペア、グループでの対話練習、相手の理解を確認できる。 

c: 積極的に話そうとしたり発言したりする態度がみられる。 

-授業での取り組み 

-課題などの提出 

書くこと 

a: 動名詞、比較、分詞、S+V+O+to do を用いた文を理解で

きる。 

b: 日英の語順の違いを理解し、その知識を役立てて英語を書

くことができる。 

c: 題材内容に関連した自分の考えを書いて伝えようとする。 

-課題などの提出 

-定期考査 

中間考査 

Lesson 5 

Mansai, 

Kyogen 

Performer  

 

Lesson 6 

In this 

Corner of 

the World 

 

 

聞くこと 

a: リズムやイントネーション、音の変化など、英語の音の特

徴に関する知識がある。 

b: 英文を聞き取り、内容を理解することができる。 

c: 教科書を見ずに本文の音声を聞こうとしている。 

-授業での取り組み

-課題などの提出 

読むこと 

a: 文法などの規則にのっとって、英文の内容を正しく理解で

きる。 

b: 本文の内容を整理して読み取り、問題に解答できる。 

c: 内容を読んで理解しようとする態度がみられる。 

-課題などの提出 

-定期考査 

話すこと 

（発表） 

a: 単語を正しい発音・アクセントで発することができる。 

b: 本文から整理・理解した内容を活用して活動に取り組むこ

とができる。 

c: 題材内容に肉付けしながら、自分の言葉で説明しようとし

ている。 

-授業での取り組み 

-パフォーマンステスト 

書くこと 

a: 、It is (for A) to do～の構文、現在完了進行形、関係代名

詞 who, which（主格、目的格）、疑問詞節を用いた文を理

解できる。 

b: 日英の語順の違いを理解し、その知識を役立てて英語を書

くことができる。 

c: 題材内容に関連した自分の考えを書いて伝えようとする。 

-課題などの提出 

-定期考査 

期末考査 

３ 

Lesson 7 

Should 

Stores Stay 

Open for 24 

Hours? 

聞くこと 

a: リズムやイントネーション、音の変化など、英語の音の特

徴に関する知識がある。 

b: 英文を聞き取り、内容を理解することができる。 

c: 教科書を見ずに本文の音声を聞こうとしている。 

-授業での取り組み 

-課題などの提出 

読むこと 

a: 文法などの規則にのっとって、英文の内容を正しく理解で

きる。 

b: 本文の内容を整理して読み取り、問題に解答できる。 

c: 内容を読んで理解しようとする態度がみられる。 

-課題などの提出 

-定期考査 

話すこと 

（発表） 

a: 単語を正しい発音・アクセントで発することができる。 

b: 本文から整理・理解した内容を活用して活動に取り組むこ

とができる。 

c: 題材内容に肉付けしながら、自分の言葉で説明しようとし

ている。 

-授業での取り組み 

-パフォーマンステスト 

書くこと 

a: 関係代名詞 what、過去完了形、助動詞を含む受け身を用い

た文を理解できる。 

b: 日英の語順の違いを理解し、その知識を役立てて英語を書

くことができる。 

c: 題材内容に関連した自分の考えを書いて伝えようとする。 

-課題などの提出 

-定期考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 


